

令和元年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会・総合的な学習の時間（第5学年）


テーマ〖未来の地球のために、今、私たちができること〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和泉市立いぶき野小学校








≪学習のねらい≫


　・身近な暮らしの中で私たちが出来ることは何かについて考え、調べ、意識を広げる。


　・日常の中でふだん見過ごされている環境問題に関心を持ち、自らの生活に結びつけて考える。


　・自分たちの生活の中に潜む問題が地球や地球規模の問題と深く関係していることを知り、自分たちにできることを考える。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　昨年度（４年生）～今年度3月


４年生社会見学「泉北クリーンセンター」


泉北クリーンセンターへ取材に行き、ゴミ処理の仕方・ゴミの出し方・ゴミ問題に関する新聞を作成した。　　　


総合的な学習の時間を使った環境学習。自主学習での環境調べ学習


朝日新聞社環境プロジェクト「地球教室」の教材を活用し、未来の地球のために今自分たちが出来ることを考え


た。夏休みに自分が興味を持った環境問題について調べ学習をし、まとめ、発表をした。


社会見学でおおさかＡＴＣグリーンエコプラザへ行き、環境に関する最新の技術や、環境面を中心とした「ＳＤ


Ｇs」を学んだ。


　③　環境問題壁新聞づくり


２学期末までに「エネルギーから考える環境問題」「身近な自然から考える環境問題」「資源・ごみから考える環境


問題」「食べ物と水から考える環境問題」に沿って学習・調べ学習をし、一人ひとりが環境新聞づくりに取り組んだ。


④　３年生への発表準備


２学期までに学習・調べ学習をした環境問題について、特に知ってもらいたい問題や自分たちにできることなどを中心に、絵や図を多用したポスターを作ったり、ペープサートを準備したりするなど、３年生にもわかりやすいように工夫した。


≪指導のポイント≫


　■４年生の時に社会と総合的な学習の時間で、ゴミ問題を学習し、泉北クリーンセンターを見学した。自分たちが出している大量のゴミがどう処理されているのか、このままの方法を続けていいのかを考え、環境教育に取り組み始めた。


　■５年生になり、G２０では海洋プラスチックについての問題が話し合われたり、お店のレジ袋が有料化されていったりという身の回りでも環境問題や環境にまつわる取組みが話題になっていることを知り、環境問題を自分の問題として取り組むように学習を進めていった。


　■環境問題に高い意識をもって４年生が社会見学に行けるように、自分たちが２年間かけて学習してきた環境問題を３年生に発表した。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　　社会見学「泉北クリーンセンター」　　　　朝日新聞社「地球教室」　　　　ビデオ「どーする地球の明日」


大阪府環境農林水産部「考えよう！地球温暖化とエネルギー」　　　社会見学「おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ」


≪成果≫


　・新聞やニュースで環境問題に関する記事や報道に対し、興味関心を示す児童が増えた。


　・どうすれば地球を守ることができるのか、日常の暮らしの様々な場所で自ら考える場面がみられた。


　・社会科の工業の学習と環境問題を同じ視点からみつめ、地球にやさしい自動車づくりについて多様な考えで取り組む


ことができた。











